






































































































































イギリスの状況について確認しておこう。C. ヴァーガス=シルヴァと C. リエンツォによれば，2017
年時点での外国籍人口は 9.5％で，外国生まれの人口は 14.4％（そのうち 39.5％が EU 圏，60.5％が
非 EU 圏）である（Vargas-Silva and Rienzo 2018）。一方，2011 年の国勢調査（4）によれば，イング












労働力を必要としたイギリスでは，旧植民地から多くの移民を受け入れた。1950 年代から 1960 年






（5）　1948 年に制定した「イギリス国籍法（British Nationality Act）」では，イギリスと関わりのある人々を①「連









Asian other 835,720 1.5
Black 1,864,890 3.3
Black African 989,628 1.8
Black Caribbean 594,825 1.1
Black other 280,437 0.5
Mixed 1,224,400 2.2
Mixed White and Asian 341,727 0.6
Mixed White and Black African 165,974 0.3
Mixed White and Black Caribbean 426,715 0.8
Mixed other 289,984 0.5
White 48,209,395 86.0
White British 45,134,686 80.5
White Irish 531,087 0.9
White Gypsy / Irish Traveller 57,680 0.1












ス市民（British citizens）」「イギリス属領市民（British dependent Territories citizens）」「イギリ
ス海外市民（British Overseas citizens）」へと再編し，「イギリス市民」だけに居住権を与えること
で，旧植民地出身者に事実上の規制をかけたのである（Dummett 2006：568‐571）。
independent Commonwealth countries）」「市民権のないイギリス臣民（British subjects without citizenship of any 




































































る。この白書で示された考えは，2002 年 11 月に成立した「国籍，移民および庇護法（Nationality, 
Immigration and Asylum Act）」によって法制化されることとなり，イギリスでは同法にもとづき
2005 年 11 月から「イギリスでの生活（Life in the UK）」という試験が国籍取得の要件として導入
















む）な問題としてとらえるもので，1970 年代から 1980 年代にかけてフランスで誕生・発展した
概念であるが，1990 年代になるとヨーロッパの各国や EU レベルでの政策課題のなかにも位置づ
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市民にし，結果





















































































































図１　国籍取得者の推移（1990 ～ 2018 年）












になっており，とりわけ 2007 年に誕生した G. ブラウン政権のもとで共同体への帰属意識を高める
ことが重視されるようになった（安達 2013a：199‐204；柄谷 2013）。そこで，次にこのブリティッ
（10）　シティズンシップ・テストはその導入以来，何度か内容が変更しており，当然，合格率はその内容や難易度と
も関連している。GOV.UK（2014）では，2009 年 6 月から 2014 年 2 月までの出身国別の合格率が公開されている。
Garuda Publications（2017）は，GOV.UK（2014）をもとに保守党・自由民主党による連立政権のもとで「イギリス
の価値や原則」が重視されるようになった 2013 年 4 月以降の合格率について分析したものである。






























イギリスにおけるムスリム人口は，1980 年代後半から 1990 年代のはじめには 75 万人から 100 
万人ほどとみられていたが（Peach 2006：631），2001 年の国勢調査では 150 万人，さらに 2011 年













Number ％ Number ％
Christian 37,338,486 71.7 33,243,175 59.3
Buddhist 144,453 0.3 247,743 0.4
Hindu 552,421 1.1 816,633 1.5
Jewish 259,927 0.5 263,346 0.5
Muslim 1,546,626 3.0 2,706,066 4.8
Sikh 329,358 0.6 423,158 0.8
Other religion 150,720 0.3 240,530 0.4
No religion 7,709,267 14.8 14,097,229 25.1
Religion not stated 4,010,658 7.7 4,038,032 7.2









Asian 1,830,560 67.6 43.4
Bangladeshi 402,428 14.9 90.0
Chinese 8,027 0.3 2.0
Indian 197,161 7.3 14.0
Pakistani 1,028,459 38.0 91.5
Asian other 194,485 7.2 23.3
Black 272,015 10.1 14.6
Black African 207,201 7.7 20.9
Black Caribbean 7,345 0.3 1.2
Black other 57,469 2.1 20.5
Mixed 102,582 3.8 8.4
Mixed White and Asian 49,689 1.8 14.5
Mixed White and Black African 15,681 0.6 9.4
Mixed White and Black Caribbean 5,384 0.2 1.3
Mixed other 31,828 1.2 11.0
White 210,620 7.8 0.4
White British 77,272 2.9 0.2
White Irish 1,914 0.1 0.4
White Gypsy / Irish Traveller 378 0.0 0.7
White other 131,056 4.8 5.3
Other 290,289 10.7 51.5
Arab 178,195 6.6 77.3
Other 112,094 4.1 33.7









（Indian）といったアジア系が 2 ／ 3 を占めるものの，残りの 1 ／ 3 には多様なエスニシティが含
まれており，白人イギリス系も 2.9％いる（前頁表３）。したがって，そうしたムスリム内部の多様
性を捨象し，ムスリムを均質的で連帯的なひとまとまりの集団としてとらえることも適切ではない






「資格なし（No qualifications）」についてみてみると，2001 年から 2011 年にかけていずれのエス
ニシティでもその割合は低下しており，エスニシティ間の格差も縮小している。なかでも，バング
Ethnicity
No qualifications（％） Degree level（％）
2001 2011 2001 2011
Black African 13.5 10.5 38.8 40.0
Mixed other 16.7 13.9 32.4 34.4
Mixed White and Asian 17.4 12.7 29.8 34.8
White other 18.3 12.4 42.6 36.9
Black other 18.7 16.5 21.1 36.6
Asian other 19.3 15.0 32.9 35.0
Mixed White and Black African 19.3 13.5 26.8 28.9
Arab N/A 14.9 N/A 37.2
Other 23.4 19.8 43.0 31.7
Mixed White and Black Caribbean 25.2 20.2 14.6 18.2
Chinese 25.6 15.7 37.3 42.9
Black Caribbean 26.8 19.7 19.7 25.9
Indian 26.8 15.0 30.7 42.0
White British 29.5 23.9 18.2 25.7
White Irish 37.6 28.9 25.1 33.6
Pakistani 41.3 25.6 18.3 24.6
Bangladeshi 47.2 28.3 13.5 19.8











（Mixed White and Black Caribbean），バングラデシュ系のうち，混血カリブ系とバングラデシュ













次に，失業および就労状況についてみてみよう。次頁図５と 57 頁図６は，それぞれ 16 歳以上の
男性と女性のエスニシティ別の就労状況を示したものである。
まずは，男性からみていこう（図５）。「失業（unemployed）」をみてみると，全体では 2001 年
が 6.0％，2011 年が 7.3％となっており，もっとも失業率が低いのは白人イギリス系で，それぞれ








また，「フルタイムの就労（Employed Full-time）」をみてみると，全体では 2001 年が 72.1％，







次に，女性についてみてみよう（図６）。失業率をみてみると，全体では 2001 年が 4.3％，2011
年が 5.7％となっており，もっとも失業率が低いのは白人アイルランド系（White Irish）で，それ






















































































（11）　委員長を務めたのは，「シティズンシップ諮問グループ（Advisory Group on Citizenship）」の委員長として 1998
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